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33 kV 以下電力ケーブルの許容電流計算－ 
第 1 部：計算式及び定数 

Calculation of the current rating of power cables for rated voltage up to and including 33kV - 

Part 1: Formula and constant 

 

この規格は，33 kV 以下の電力ケーブルの許容電流計算式について規定する。 

本規格の前身である JCS 0168:1995 との主な相違点は，66 kV 以上の電力ケーブルの許容電流計算につ

いては別規格 JCS 0501:2002（66 kV 以上電力ケーブルの許容電流計算）を規定したため，66 kV 以上の電

力ケーブルだけに関係する計算式及び定数を削除し，布設実績の多い計算例を新規に追加した。 

電力ケーブルの許容電流計算式については，海外では代表的な規定に IEC 規格がある。なお，解説 4.18 
に本規格と，IEC 規格の相違点についてまとめた。 

I 計算式 

1 常時許容電流（I1） 

ケーブルの許容電流は，ケーブルの導体抵抗，誘電体損失，熱的定数及び周囲条件によって決定される。

代表的な布設方式における常時許容電流計算式は，次のとおりである。 

1.1 直埋，管路布設及びトラフ布設 

 

𝐼𝐼1 = �
𝑇𝑇1 − 𝑇𝑇2 − 𝑇𝑇d

𝑛𝑛𝑛𝑛𝑅𝑅th
  (A) 

1.2 気中及び暗渠布設 

 

𝐼𝐼1 = 𝜂𝜂0�
𝑇𝑇1 − 𝑇𝑇2 − 𝑇𝑇d

𝑛𝑛𝑛𝑛𝑅𝑅th
  (A) 
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